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第第７回 ＪＡＰＡＮ ＹＡＲＮ ＦＡＩＲ最終報告 
NEWS No.５  平成２２年２月９日 

 

３日間の来場者は２,７５７名、サンプルリクエストは約２倍 

 
（財）一宮地場産業ファッションデザインセンターは２月３～５日の３日間「第７回ＪＡＰＡＮ  

ＹＡＲＮ ＦＡＩＲ（ＪＹ）」をＦＤＣで開催した。このＪＹには全国から紡績、撚糸、糸商社など

４５社が参加し、新しい機能などの加工法や高級原料をベースとした新作ヤーンを多数展示して商

談を進めた。会期中に前回を８.６％下回る２,７５７名（前回３,０１４名）が来場したが、３日間

のサンプルリクエストは出展４５社合計で４,５９０点となり、前回（２,３７１点）の約２倍の９

３.６％増と過去最高を記録した。  

 

 今回のＪＹはヤーンマーケットを巡る環

境が「戦後最悪」といわれる条件のなかで開

催された。開催の数日前に発表された２００

９年の綿糸と毛糸の生産は終戦翌年の昭和

２１年の生産をも下回る戦後最低を記録、ヤ

ーン需要面でも最大の産地尾州の同年の織

物生産が前年比２６.３％減（紳士服地２９.

３％減、婦人服地２４.９％減）で、「数量で

約３０％減、金額ベースで７０％」（毛工連

幹部）という厳しい環境だった。 

 こうした中でＪＹ展は開催されたが、出展

者も来場者も｢新商材を提案した｣、「新規需要

を開拓する差別化素材を提案した」（出展者）、

｢差別化できる商材を探しにきた｣、「満足いく

素材があった」（来場者）と共に真剣だった。

これを裏付けるように実来場者は２,７５７

名（前回３,０１４名）で前回を下回ったもの

の、出展４５社

ブースへの訪問

者は延べ１万３,

６９３名で、１

ブース平均３０

４名が訪れた。

中には１,００

０名が訪れたと

いうブースもあ

った。 

さらに注目さ

れたのは４５社

に対するサンプルリクエスト数で、実来場者

数が前回を下回ったものの４,５９０点（前回

２,３７１点）に達し、前回の１.９３倍に達

した。ある出展者は「リーマンショック以降

の状況を考えれば、来場者減は予想していた

が、サンプル増には驚いた。ＪＹがそれだけ

ビジネス本位になった証だ」と語っており、

東京から来場したテキスタイル業界のリーダ

ーも「羨ましいかぎり。東京でも開いて欲し

い」と語っていた。 

今回のＪＹで最大の特徴は前回１８５名に

留まっていたアパレル・小売店の来場が２０

５名へ１１％増加した点である。主な来場者

は《表》で紹介してあるが、大手アパレルか

らＤＣ（デザイナー・キャラクター）アパレ 

ルまで広い範囲にわたって来場した点である。

これはヤーンからの差別化がテキスタイル⇒ 
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商社・生地

問 屋 か ら

ア パ レ

ル・小売り

ま で 普 及

し た こ と

を 物 語 る

もので、「ＪＹはわが国ファッション業界にと

って不可欠の存在に高まった」といえる。フ

ァッション業界での低価格化・同質化・均一

化から抜け出したいという思いの表れでもあ

る。会期中の来場者は業態別ではテキスタイ

ル３９％、商 

社・問屋２５％、アパレル・小売７％、その 

 

 

 

 

 

他２９％で当然テキスタイルが中心である。

地域別では愛知県の４０％をトップに岐阜県

１０％、東京都９％、大阪府１６％、京都府

４％、その他２１％で、地元の愛知は当然と

して大阪の１６％が目立った。その他は山形、

茨城、群馬、山梨、石川、福井、静岡、三重、

滋賀、奈良、和歌山、兵庫、鳥取、愛媛、福

岡など多数県に及んだ。 

来場者の来場目的は「企画の参考」が過半

数を占めたが、｢提案素材の確認｣や「商談そ

のもの」、「新規取引先開拓」もあげられてい

た。 

ＪＹの今後に関しては出展者も来場者もほ

ぼ１００％が「継続開催」を希望していた。

《主なアパレル・小売店来場者》（順不同） 

１日目の来場者３７名 ２日目の来場者６４名 ３日目の来場者７４名 
オンワード樫山、ワールド、レナウン、

サンエーインターナショナル、東武百貨

店、ＡＯＫＩ、ジュニアー、エイガール

ズ、タビオ、サンフォード、ＣＲＯＳＢ

Ｙ、布伝説、フリーインターナショナル、

アヴリル、モード・ユー 

 

 

 

ワールド、ワコール、ビギ、ダイドー

インターナショナル、トゥモローラン

ド、タビオ、エイガールズ、イエリデ

ザインプロダクツ、大磯産業、イズミ

ヤ、マルテン天満屋、三澤、ファッシ

ョン・パーキー、アオキ、ブルーメイ

ト、美岐 

 

 

ユニー、ライトオン、オンワード樫山、

ワールド、辻商、グンゼ、アツギ、ユ

ナイテッドアローズ、ヒロココシノイ

ンターナショナル、ヒロタ、キンググ

ロリー紳士服、アバハウスインターナ

ショナル、ヨーガンレール、ドロワー、

和商、ディノス、パルファン、ノーリ

ーズ、山脇、タビオ、ソスウインター

ナショナル、ピーアイフォーティファ

イブアールピーエムスタジオ、ジュニ

アー、藤久、アスディック、京都西川、

オリーブ・デ・オリーブ、レイニ、モ

ードラサ、モードエイト、岡本、サン

ゲツ、工房夢細工、ルシェルブルー、

ヨークス 
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《第７回ＪＹ来場者内訳とビジネス内容》 

１、業種別 

業種 １日目（前回） ２日目（前回） ３日目（前回） 計（構成比％） 
テキスタイル ３３１（２８４） ３７０（  ４０５） ３７９（ ４１１） １,０８０（ ３９）

商社・問屋 ２０２（２９１） ２２８（  ２６０） ２６７（ ２１８） ６９７（ ２５）

アパレル・小売り ３７（ ５６） ６４（   ５５） １０４（  ７４） ２０５（  ７）

その他 ２１３（２２９） ２７１（  ３１５） ２９１（ ４１６） ７７５（ ２９）

計 ７８３（８６０） ９３３（１,０３５） １,０４１（１,１１９） ２,７５７（１００）

 
２、地域別 

地域 １日目（前回） ２日目（前回） ３日目（前回） 計（構成比％） 
愛知県 ３６８（３５８） ３４４（  ４００） ３８２（  ４９４） １,０９４（ ４０）

岐阜県 ８９（ ８８） ８６（   １３５） １０２（  １２２） ２７７（ １０）

東京都 ４５（ ６９） ６８（   ９５） １２４（   ７１） ２３７（  ９）

大阪府 １１５（１５１） １５４（  １７０） １６９（  １５８） ４３８（ １６）

京都府 ２３（ ３６） ３６（   ４６） ３８（   ４３） ９７（  ４）

その他 １４３（１５８） ２４５（  １８９） ２２６（  ２３１） ６１４（ ２１）

計 ７８３（８６０） ９３３（１,０３５） １,０４１（１,１１９） ２,７５７（１００）

 
３、ビジネス 

 １日目 （前回） ２日目（前回） ３日目（前回） 合計 
ブース来場者数 ３,９１５（５,８５０） ４,４５５（６,５０９） ５,３２３（４,７５５） １３,６９３（１７,１１４）

商談件数 ― ― ―  ２,７１８（   ―    ）

成約見込み件数 ― ― ― １,２８０（   ―    ）

サンプルリクエスト １,１７０（ ８４４） １,６６５（ ７５０） １,７５５（ ７７７）   ４,５９０（  ２,３７１）

現物受注     ４（  ９３） １６（  １５） １６（   ７） ３６（    １１５）

１社当りリクエスト ２６（  １９） ３７ (  １７） ３９（  １７） １０２（     ５３）

 
◎この件に対するお問い合わせはＦＤＣ事務局まで（℡０５８６－４６－１３６１） 

 出展各社一覧はこちらまで http://www.fdc138.com/fashion/promotion/jy/index.html


